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論 文
内
容要
旨
 薄層クロマトグラアイー〔TLG)による血中ヨード化合物の新らしい分離・定性及び定量法
 を考案した。
 1.ヨード化合物の分離
 標準試料としては,3-mOnoiodoty'rOsine(MIT)・5,5-diiodo一£}七y'「o-
 sine(D工丁),5.5,5'一七riiodO一見一thyronine〔丁罰).尼一thyrOxine(T4)及
 び無梼ヨード(1一)を用い.有機化合物はそれぞれeth&no1-2N。ammOnia(1:1)で,
 注た無機ヨードは再蒸溜水で。いずれも適当に稀釈して使用した。吸着剤としては,10%HC需
 で5回洗滌した後.再蒸溜7kで洗って中性になったことを確かめたKie6e■gu亘rG(Merck)
 を用い,これを工)esaga社:製のstahlのS型'アプリケーター1'こ移し,5×20㎝又は1〔〕x
 200解の硝子板上に薄層をつくり,これを室温で1晩放置し乾燥させた後・水蒸気飽和のガラス容
 器中に移した。この薄層に.有機ヨード化合物の純品及びそれらの混合物はそれぞれ伽μ皿o■e
 を,又.無構ヨードは。.5μ9を,いすれもドライヤーで乾かしながら8pc七した。展開溶媒に
 はchlOrofOrm-n。butanO1(7:4)を用い,ammonia飽和(a皿mOnia蒸気中)で
 52℃の下で上昇姦により展開した。展開時間は約45分,展開距離は弓8㎝であった。展開后
 の発色はGmelinのferrichloriaeferricyanidear僧eniou8acid法に
 よった。以上の条件でヨード化合物を展開して得られ,たRf値は.1}臼.8ちMエTO.16,
 DITO.09,丁藷α57及びT4α56で,互に明瞭に分離され,tai■ingは認められなか
 った。次いでヒト血漿中に無機ヨード及び有機ヨード化合物を加えて,田中氏によるBlock法
 の変法により抽組し,TLCにより分離を試みた。その結果。純品試料について行なった場合と
 同様に.明瞭に分離したspo七を得ることが出来た。又,職工の治療量を投与した甲状腺椴
 能亢進症患者の血振について,ヨード化合物の抽出及び分離を行なってラジオオートグラムを作
 り,先のTLCと対比した結果,TLeで呈色したspo七が明らかにヨード化合物に相当する
 ことが確かめられた。なお,この場合の抽出操作に使用したガラス器具は.いずれもあらかじめ
 シリコーン処理をしたものである。
 2.ヨート化合物の回収墨
 丁工Gに戴けろヨード化合物の回収雍を調べるに当っては.1皿1エで標識したT4,丁鼠,D狩
 及びM工丁(Abbo七t社)を使月目し,放射能はwa1■typ臼sciロ七illa七ioncoun一
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 七erで測定した。ドライヤーによる乾燥操作及びTLGによる展開操作は.いずれもヨード化
 合物の損失を招かないことを確かめた。更に,1R硬標識ヨード化合物をTLqて展開したのち,
 ヨード化合物に相当する部分をとり出し,これに2N。HGユ飽和一n。bu七ano1を加え,59
 ℃で2時間加温した後.振㈱,遠沈することによ夢,各ヨード化合悔を抽出した。これを減圧乾
 固させて,2N。HC1-ethano■(1:9)に溶き,その回収雍を調べたところ,MエT92%・
 DIT95%.Ts90%及びT492%と満足すべき結果が得られた。
 5ヨード化合物の定量
 丁轟及びTゲハ2N・am血Onia-etha豆。■(1':1)溶液を用め,各溶液のQ・2～52
 皿μmo■eをTLCで展開した後,丁爲及びT4に相当する部分をとり出した。これを,上記と同
 様に,2聾・HG■飽和一n。butanO■を加え抽出し,乾固させた後2N。HG■一et血anoユ
 (1:9)に溶かし,更に7N。H2SO喚と再蒸溜水を加え,Leitz製光電比色計用セルにと
 り,更に巳1N亜砒酸ソーダとO、02N硫酸セリウム。a田monia液を加えて加温した後,415
 mμのフィルターで透過率を測定した。透過率から求めた吸光度を片対数グラフの縦軸にと窮
 丁4及び丁郭の量を横軸にとると,両者の間に直線関係が成立することが認められた。これはす
 なわち,TLOによってT4及びT,の量を測定することが可能たととを示すものと思われる。
 4.撫漿中に添加した1"1工標識ヨード化合物の抽出率
 131工標識ヨード化合物α5μCを血漿に加えて,その抽出を、最初は田中氏によるBlOCk
 法の変法を用いて試みたが,抽出の効率は必ずしも充分ではなかった。そこで,抽出操作のどの
 段階が不完全であるかを吟味した結果,アルカリ性にしたn-butano■抽出液を1皿1に書で
 濃縮する代りに5m1にまで濃縮することとし,その後はまず濾過して後にn-butanO1-
 chloroformに溶かし・2N-aInmoriaで逆抽出することとしたところ・抽出率はMエT
 75%,DエT62%、覧75%及び丁岳65%となり,抽出率を上昇させることが出来た。
 以上のTLCによるヒト血中ヨード化合物の分離。定性及び定量法は,操作が比較的簡単でし
 かも各化合物を明瞭に分離することが出来るので,臨床的応用に適した方法と考えられる。
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 審査結果の要旨
 血中の甲状腺ホルモンの動態を知ることは,甲状腺の病態生理を明らかにし甲状腺疾患の診
 断治療を正確にする上に,重要な意義を持つものである。従来,その手段としてぺ一パーク・マ
 トグラフィーやカラムクロマトグラフィーが用いられ・これにより種々の興味ある成績が得られ
 ている。
 薄層ク・マトグラフイーによる甲状腺ホルモンの分離については,ごく最近2、5の報告がみ
 られるに過ぎない。著者はこれらとは全く別個に研究を行なった結果,.薄層ク・マトグラフイーに
 よる新しい分離法を案出し,更にこれによる定量法についても基礎実験を行なった。
 この分離法によれは,従来の方法にくらべて,分離能が良く,展開時間も短(,操作も簡単で
 あり,しかも諸種有機ヨード化合物ばかりでなく,他の方法では認められていないところの無機
 ヨードの分離も同時に行ない得る点で,血中ヨード化合物の定性法として優れていると、思われる。
 園収率の検討に当っては,191エで標識したヨード化合物を用いたが,血清からの抽出操作過程
 に大量の損失があることを確めて,その操作部分を改良.した。又,Kie8elguhrGは,吸着
 剤として,定性の目的には充分であるが,定量の際には,その中にセリウムー亜砒酸系の反応を
 妨害する物質があるこ・とを確め,これを除去する方法を考案した。次いで,薄層ク・マトグラム
 から、ヨード化合物を溶出するに当たり,90%以上の溶出力のある溶媒を見出レ更に,血清
 蛋白結合ヨードの測定に日常用いられている方法をやや改変して,甲状腺ホノレモンを有機のまま
 の形で標準直線を用いて定量することが可能であることを確めた6甲状腺に含まれる諸種のヨー
 ド化合物をそれぞれ分離して定量することは従来困難とされてむ外また得られている所見もまちま
 ちである。著者による分離・定量法は.甲状腺ホルモンの代謝の研究上に新しい手段を提供した
 点に意義があり・学位に値するものと認める。
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